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加藤哲郎
TETSUnO kiATO

1947年生まれ｡東京大学法学部卒。
専門は政治学･比較政治｡主な著書に、『国境を越えるユートピア（
(平凡社)など。 L￥

加藤ゼミOB約300人中、60人がマスコミへ
加藤哲郎教授の社会学部のゼミは、一橋大学の
中でも数多くのOBをマスコミに輩出しているこ
とでつとに有名である。しかしその研究内容はマ
スコミではなく政治学。なぜ、加藤ゼミの学生は
マスコミ就職に強いのだろうか｡
「本当のところは私にもよく分からないんです。
もっとも、ゼミの1期生（80年卒）から時事通信のデスクとNHKの論説委員が出ているので、
流れは最初からあるんですが。ここ5年ぐらいは
グローバリゼーションを大きなテーマに､八世界を見るときの切り口〃を中心に教えていますので、
マスコミ志望者がそういう勉強をしたいと思ってくることはあるかもしれません」；
これまでのゼミのOB約300人のうち、新聞社

と放送局で50人、広告や出版を含めて60人ほど
がマスコミに入っている。
重要なのは
帆世界を見る目〃
「私自身は、マスコミ志望者も含め就臓指導はし
ない、というのを､公約"にしてるんです。その代
わり、20年ほど前から､ゼミの夏合宿でⅧ就職戦
線参戦記''といって、内定が決まった先輩が、就
職活動の体験を後輩に伝える会を自主的にやって
います。あとは、OBが大手マスコミ各社にいま
すから、後輩たち力話を聞きに行くことはできま
す。しかし、一所懸命OB訪問をしたところで就
職できるわけじゃないので、人脈は直接の関係は
ないでしょう。むしろ社会や政治に対する関心の
あり方やそれを分析する手法など、先ほと、も言っ
たように、世界を見る力″を教えていること、さらに、さまざまなテーマを元に討論する訓練をき
っちりさせていること、この点力評価されているのではないかと思います」
他の多くの大学では広告業界や民放局に人気が
集まる傾向があるが、同ゼミではNHKと新聞社を目指す学生が多い,．

加藤ゼミの4年生で、NHKの制作に就職が決まった西真利子さんも、民放を受ける気は全くなかったと語る。

「テレビ局はNHKしか受けてないんです。NH
Kにはもともと好感を持っていました。民放に比
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シヨン作家。

(講談社）など。

と証言する。
就職予備校に
通う学生はほんの一部
これだけ真面目に熱くジャーナリストを志向し
ていても、一橋大学の学生は就職活動に関しては
おっとりしている。いわゆる就職予備校的なとこ 霊‐ I

ろに必死に通ったり、セミナーに足しげく顔を出,‐したりする学生は少数派だ。
同大学就職支援室の赤塚千幸さんは言う。
「他の業界と同じように、業界説明会や就活体験一報告会などを行っていますがとくにマスコミ業界だけに力を入れてはいません’
それでも一橋大学には､"マスコミ志望者､･中で
もジャーナリスティックな感性をもった学生を引き寄せる何かがあるのである。

n ア

べ堅いイメージもありますが、NHKに就職して
いる先輩に話を聞いたところ、やはり自分のとことんこだわる性格に合っていると思ったんです。民ゞ放の番組制作はいろいろ分担するようですが、
NHKのディレクターは最後まで自分力責任を持って番組にかかわれると聞いて決めました」
硬派で社会派
報道の道を選ぶ卒業生が多い
たとえば、フジテレビに入れるんだったら制作でも経理でも人事でもと響こでもいい、と口にする学生をよく見かける力も
「うちの大学では、そういう声は聞いたことがないですね」（西さん）
報道記者を目指していた4年生の大山雄介さんも、やはりNHKへの就朧を選んだ。
「と、こが自分のジャーナリストとしての資質を暦
いてくれるかと考えたときに、環境としてはNH
Kが一番恵まれているんじゃないかと。実際に、各局のニュースを比べてみたときに、いちばん真
面目に丁寧に取材していると思うんです。一橋の学生は他の大学と比べて真面目なんですよ。堅実というか、純粋な感じの人が多い。だからNHK  .に行きたくなるのかなと思います」
加藤教授も、「たとえばフジに行ってバラエティ．
-を作りたいという学生は、私のゼミには来ない
ですね。フジや日テレに入った学生でも、硬派で
社会派のニュースを担当するパターンが多いです」
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